山梨県コンクール　一部　優秀賞
だいすきなおこめ　
富士川町立増穂小学校一年　
　望月　美玲　
わたしのじいじは、たんぼでおこめをそだてています。じいじがつくったおこめを、わたしのうちでもたべています。しろくてつやつやのごはんは、ふわっとあまくて、とてもおいしいです。
ことしのはる、じいじが、
「たねまきをてつだってね。」
と、いいました。たねまきをてつだうのは四かいめでした。たねをまくとき、

「かさならないようにまくんだよ。」
と、じいじがおしえてくれました。わたしは、たねがかさならないように、ぱらぱらとまきました。なんにちかたつと、みどりのちいさいはっぱがでてきて、かわいかったです。
　たうえのときたんぼにはいりました。ながぐつをはいていたけど、あしがうごかなくてころびそうでした。はだしになったらすいすいあしがうごいておどろきました。じいじはながぐつですいすいうごいていてすごいなとおもいました。
　わたしのいえでもばけつでいねをそだてています。きょねんはいねがびょうきになって、くろくなってしまいました。ことしはびょうきにならないようにまいにちみずをあげたり、せわをしています。すこしずつおおきくなっていくのをみると、とてもうれしいです。
　あきになると、たんぼのいねはきいろくなり、しゅうかくします。じいじがかりとったいねを、ほすばしょまではこびました。つかれたけど、じいじに、
「ありがとう。たすかったよ。」
といってもらってうれしかったです。
　なんにちかして、わたしがてつだったおこめをたべました。しろくてつやつやあまくて、ほっぺがおっこちそうでした。
　おこめをつくるのは、とてもたいへんなしごとだとおもいました。これからもおこめをのこさず、たいせつにたべたいとおもいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

